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昭
和
五
十
六
年
は
、
国
際
連

合
が
定
め
た
「国
際
障
害
者
年
」

で
あ
り
、

世
界
の
各
国
が
障
害

者
の

「
完
全
参
加
と
平
等
」
を

テ

i
マ
と
し
て
、
そ
の
実
現
を

目
指
し
て
、
障
害
者
の
た
め
の

施
策
、
事
業
の
充
実
や
国
際
協

力
の
推
進
に
一
致
し
て
取
り
組

む
年
で
あ
り
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
々
が
、
市
民

社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会
・

経
済

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
積
極
的
に
活

動
し
、
現
代
社
会
の
各
般
に
わ

た
る
生
活
を
等
し
く
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
健
常
者
が

障
害
者
の

一
人
ひ
と
り
の
人
格

と
社
会
生
活
を
よ
り
理
解
し
認

識
す
る
こ
と
が
、
国
際
障
害
者

国
際
障
害
者
年
に
あ
た
っ
て

大
村
市
長

戸
島

英

年
の

テ
i
マ
で
あ
る
「
完
全
参
加

と
平
等
」
を
実
現
す
る
出
発
点
で

あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
そ
の
実
現
に
向
っ
て

大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
記
念

す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

市
に
お
き
ま
し
で
も
、
国
際
障
害

者
年
を
意
義
あ
る
年
と
す
る
た
め

に
、
大
村
市
国
際
障
害
者
年
連
絡

会
議
を
設
置
し
、
そ
の
会
議
を
中

心
に
各
種
の
記
念
大
会
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
開
催
、
障
害
者
用
信
号

機
及
び
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、

公
共
施
設
の
ス
ロ
勺

プ
、
障
害
者

用
の
ト
イ
レ
改
造
な
ど
、
社
会
環

境
の
整
備
、

ま
た
、
重
度
障
害
者

及
び
寝
た
き
り
老
人
の
入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
窓
口
市
職
員
の
手
話
講
習

会
な
ど
、
施
策
・

事
業
を
推
進
し

て
行
き
ま
す
が
、
こ
の
大
き
な
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
今
後
と

も
幅
広
く
各
種
団
体
、
市
民
の
皆

き
ま
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

着
実
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
の
皆
さ
ん
も
、
可
能

な
限
り
地
域
社
会
の
諸
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
こ

の
国
際
障
害
者
年
を
機
会
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
で
も
、
国
際
障
害
者
年
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、
特
段
の
ご
協
力

と
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

が結で年高 ト五と所の

2h?品Z: ~ T 身体障害者の状況宵吋市町むペ ニ士号守護喜
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でとも 事 味え が口、い、に
す と っとでま 身比実る身お

し としもする身る現 の四の十区 とも害い手 し害体三に方体け
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全
市
民
が
全
市
民
の
こ
と
と
し

て
、
国
際
障
害
者
年
を
意
義
あ
る

も
の
に
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
精
神
薄
弱
者
(
児
)
で

療
育
手
帳
所
持
者
は
二
百
六
十
九

人
で
す
が
、潜
在
精
神
薄
弱
者
(
児
)

が
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

(昭和田年 3月|日現在)

等
聴 覚 音 声 肢体不 自由 内臓機 能 障害

手投
視覚障害 平 衡 百 語 計

機能障害 機能障害 上 枝 下 肢 体幹 心臓 腎臓 呼吸器

95 人/ 
ど/三/ 

(05) 人
68 人 18 人 10 人 30 人 17 人 243 人

( 1 ( 7 ( 2 ( 3 ( 0 ( 0 (13 

2 (057 ) 
134 人

(345 ) 
168 

(638 ) / / / 472 
(51 ) 

3 (O22 ) (756 ) (04) 人
(10) (422 ) (O22 ) (O7 ) 

17 394 
( 8 (1) (28) 

4 (O28 ) (546 ) (317 ) (283 ) 
195 / (1l2 ) ( 0) 

27 420 
( 3 ( 0) (13) 

5 (3O9 ) ( 0) / (O69 ) 
165 

(1) / / / 366 
( 8 ( 9) 

6 (O56 ) (1870 ) / (031 ) (O73 ) / / / / 340 
(7) 

計 297 428 

一」土3)

305 219 44 
(309 ) 

61 2.235 
(56 (33 ( 8 ( 4) (1) (121) 

。精神薄弱療育手帳所持者 ( )は身体障害児(18才未満)数

身体障害者(児)集計表

269人



白

川

聴

覚

障

害

児

(

者

)

の

福

1
川

祉

増

進

と

し

て

、

総

合

聴

;

l

 

j
川

力

検

査

装

置

を

設

置

;

l

 

年

川

し

、

聴

覚

・

言

語

・

一

白

川

音

声

な

ど

あ

ら

ゆ

る

一

:
l
 

同

州

聴

覚

障

害

の

相

談

に

一

日

川

一
一約

一
医
師
及
び
専
門
員
が
一

……

…
と
二
応
じ
て
い
ま
す
。

一

川

…
園田

…

聴
力
・
言
語
障
害
一

川

一
比

~
な
ど
で
悩
み
心
配
し
一

1

i
J

-

川

コ
，

…
て
お
ら
れ
る
方
は
気

‘

川

:

一
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

川

f
f
¥
日

時

毎

月

第

三

土

川

曜

日

午

後

一

場
所

時
1
一一一時

福
祉
セ
ン
タ
ー

パ四 Jレハイム

働
く
こ
と

の
喜
び
と
と

も
に
地
域
社

会
へ
の
積
極

的
な
参
加
が

大
切
で
す
。

技
術
習
得
に

は
長
期
の
訓

練
が
必
要
で

す
が
、
意
欲

お
う
盛
で
あ
れ
ば
技
術
習

得
は
十
分
に
で
き
ま
す
。

人
間
と
し
て
将
来
の
展
望

そ
れ
は
働
く
と
い
う
生
涯

定 の
生
き
が
い
で
す
。

所

在

地

木

場

二
丁
目
四
六
三

(
宮
③
i
六
七

O
九
)

員

五
十
人

り

.d.. 
ヨ:t

霊

身
体
障
害
者
が
た
と
え

身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
を
負
、
っ

と
も
、
心
健
か
で
あ
れ

ば
適
切
な
学
習
と
訓
練

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
聞
の
可
能
性
を

引
き
出
し
立
派
に
社
会

復
帰
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

陶
芸
は
創
造
発
見
の

大
き
な
教
材
で
す
。

所

在

地

原

郷

八

O
二

(
宮
⑤
|
八
八
三
三
)

定

員

三
十
五
人

ろ
う
あ
者
の
方
は
、
聴

覚
障
害
の
た
め
に
社
会
生

活
の
中
で
大
変
な
苦
労
が

あ
り
ま
す
。
ろ
う
あ
者
の

会
話
は
手
話
が
中
心
で
あ

り
、
健
常
者
が
一
人
で
も

多
く
手
話
術
を
習
得
す
る

こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
意

思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
/

日

時

毎

週

水

曜

日

午
後
六
時

1
八
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

ー・肩碍駆
喧事自慢

お おむ

習

の

市政だより

議話

重多

事

3 

場
所

障害児 1日保育

心
身
に
障
害

が
あ
る
た
め
、

保
育
所
や
学
校

な
ど
に
通
う
こ

と
の
で
き
な
い

在
宅
児
童
の
た

め
、
楽
し
い
集

い
と
遊
び
の
中

か
ら
児
童
の
自

立
と
協
和
の
精

神
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
往
復
の
車
借
上

料
は
市
が
負
担
し
て
い
ま

精
神
薄
弱
・
身
体

障
害
者
(
児
)
の
福
祉

更
生
援
護
に
関
し
、

本
人
や
保
護
者
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
指

導
助
言
を
行
い
福
祉

の
増
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
で
お
困
り
の
ご
家

庭
の
相
談
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

。
心
身
障
害
者
相
談

福
祉
事
務
所
へ

。
ろ
う
あ
者
相
談

、
¥

日
時
・
場
所

(
福
祉
セ
ン
タ
ー
〕
毎
週

木
曜
日
午
前
九
時
1
正
午

〔
福
祉
事
務
所
〕
毎
月
第

四
木
曜
日
、
午
前
九
時

i
正
午

O
民
生
委
員
・
児
童
委
員

市
内
に
現
在
九
十
八
人
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
お
り
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
地
域
の

世
話
役
・
相
談
役
と
し
て
各
種
相

談
・
指
導
な
ど
、
献
身
的
な
奉
仕

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
家
庭
児
童
相
談

お
子
さ
ん
の
健
全
育
成
の
た
め

専
門
の
相
談
員
が
常
勤
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
家
庭
に
お
け
る

養
育
相
談
や
人
間
関
係
な
ど
、
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談

す

。

下

さ

い

。

日
時
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日
、
※
性
格
、
し
つ
け
、
家
族
関
係
、

第

二

・

第

四

日

曜

日

心

身

の

障

害

、

教

育

問

題

、

知

午
後
一
時

1
四

時

能

、

言

語

、

運

動

機

能

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

※

福

祉

事

務

所

へ
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国際障害者年

おお む市政だより

こんにちは

疲
れ
ま
し
定

手
首
ガ
ま
だ

痛
み
ま
す

し
か
し

大
村
遷
の
風
の

す
き
ま
か
ら

も
う
春
を

昭
ん
で
い
ま
す

走
り
ま
し
た

み
ん
な
と
一
緒
に
走
り

ま
し
定

緑紬大壷 (高さ40cm)

製 作 本田光穂君(三彩 の 里)

脳性小児マヒ(1種 2級)のハン

ディを克服、 3年聞の訓練を終了

し昨年、社会復帰を果した。

小
学
生
の
鼓
動
ガ

高
<
聞
こ
え
ま
す

青
年
の
定
く
ま
し
い

躍
動
ガ

ひ
び
き
ま
す

よ
あ
っ

よ
あ
つ

拍
手
の
中
で

テ
ー
プ
を
切
っ
定

完
定
よ
り

み
ん
芯
と
一

一緒
に
定
っ
て

う
れ
し
い

完
全
参
加
と
平
等
の
実
現
を
/

市民駅伝に参加

国
際
連
合
で
は
、
国
際
障
害

者
年
と
し
て
五
つ
の
目
的
を
定

め
て
い
ま
す
。

一
、
障
害
を
も
っ
人
々
の
物
心

両
面
の
社
会
適
応
を
助
け
る
。

二
、
障
害
を
も
っ
人
々
が
仕
事

に
つ
き
、
社
会
へ
の
完
全
な

統
合
が
保
障
さ
れ
る
た
め
の

正
し
い
援
助
な
ど
が
な
さ
れ

る
よ
う
努
力
す
る
。

三
、
障
害
を
も
っ
人
々
の

目
前

社
会
生
活
へ
の
現
実
的
な
参

加
を
可
能
と
す
る
研
究
、
調

査
を
奨
励
す
る
。

四、

一
般
対
象
に
、
障
害
を
も

つ
人
々
が
経
済
、
政
治
、
社

会
生
活
に
参
加
し
、
貢
献
す

る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
啓
も

う
す
る
。

11 2 . 56. 

五
、
障
害
の
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
対
策
を
促

進
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
際
障
害
者

年
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「完
全
参
加

と
平
等
」
の
意
味
が
理
解
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
障
害
者
が
地
域

社
会
の

一
員
と
し
て
で
き
る
限
り

自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
の
で

き
る
よ
う
、
み
ん
な
で
再
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
的
に
は
、
健
常
者
は
障

害
者
を
特
殊
な
問
題
と
し
て
で
は

な
く
、

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
、
社
会
的
、
経
済
的
に

も
障
害
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
不
利

な
条
件
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い

る
社
会
を
、

障
害
者
や

主
人
な
ど
に
と
っ
て
も

利
用
し
や
す
く
明
る
く

す
る
こ
と
は
、
社
会
全

体
に
と
っ
て
大
き
く
貴

重
な
財
産
と
な
る
も
の

で
す
。

山
正
口
品
引
を
締
め
出
す

よ
う
な
社
会
は
、
正
治

で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

大
村
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が

「
大
村
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

「
長
生
き
し
て
良
か
っ
た
」
と

い
え
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
参

加
し
、
み
ん
な
が
平
等
に
暮
せ

る、

よ
り
よ
い
社
会
を
実
現
し

た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
だ
れ
も
が
、
明
日

に
で
も
障
害
者
に
な
る
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
ー
ー
と
い
っ
て

も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
者
問
題
は
、
単
に
障
害

を
も
っ
人
だ
け
で
な
く
、
私
た

ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
理
解
し
、
幅

広
い
社
会
的
連
帯
意
識
を
も
っ

て
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん。

昭
和
五
十
六
年
|
|
|
今
年

は

「国
際
障
害
者
年
」
で
す
。

私
た
ち
大
村
市
民
は
、

こ
れ

を
機
会
に
障
害
を
も
っ
人
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、
障

害
者
と

一
緒
に
参
加
し
、
み
ん

な
の
力
で

「
完
全
参
加
と
平
等
」

を
実
収
し
ま
し
ょ
う
。


